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	１　趣　旨
	２　事業の概要
	（４）研修内容
	（１）プログラムデザインと企画のポイント
	これまでに当施設で活動してきたボランティアが「先輩ボランティア」（以下：先輩ボラ）として、ボラセミの企画及び事業運営の補助に当たる。先輩ボラとボラセミ参加者がつながることで、次の世代のボランティアの育成が継続して行えるように心掛けている。
	（２）運営のポイント
	先輩ボラが、ボラセミ参加者への講義・演習「キャンドルのつどい」「青少年教育施設におけるボランティア活動の理解」の２コマの企画・運営を行う。また、先輩ボラは、全体の統括と各グループのグループリーダーを担う役割に分かれ、ボラセミ参加者と関わる機会を多くした。これにより、先輩ボラとボラセミ参加者との関わりを深め、当所でボランティア活動をやる意欲が高められるようにするとともに、効果的に学びを深めたり、円滑な人間関係を築けるようにした。
	４　参加者へのアンケート結果
	（１）アンケートの集計　　　　　　　　　　　　（２）参加者の声
	①企画編　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
	②本番編　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
	５　成果と課題
	・去年のボランティアセミナーが私にとってはすごく楽しくて、さんボラとして活動を継続していくきっかけとなったので、私も後輩たちに同じように思ってほしいと考えています。
	・初めてグループリーダーをして、不安だったけど、少しずつ班の人と話しながら仲を深めることができて、班の人たちのことを知ることができたので、やって良かったと思った。

